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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 高等専門学校の目的が，それぞれの学校の個性や特色に応じて明確に定められ，

その内容が，学校教育法第115条に規定された，高等専門学校一般に求められる

目的に適合するものであるか。また，学科及び専攻科ごとの目的も明確に定めら

れているか。 

（観点に係る状況） 

 本校の目的は『教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，

職業に必要な能力を育成すること』である（資料１－１－①－１）。 

 その目的を達成するために，本校は創立以来，『自学自習』，『理魂工才』を校訓としている。こ

こに本校の特色が現れており，「自らよく学びよく思考しながら，目先のことだけにとらわれずにそ

の基本となる原理を考えると同時に，実践を通して実際的な工学のセンスも身につける」ことを目指

している。（資料１－１－①－２）。 

 また，校訓を踏まえて，基本教育目標４つを以下のように掲げている（資料１－１－①－３）、 

   １）豊かな人間性と広い視野を持ち，社会人としての倫理を身につける 

   ２）あらゆる学習を通じて思考力を鍛え，創造力に富んだ技術者になる 

   ３）専門分野の基礎を良く理解し，実際の問題に応用できる能力を培う 

   ４）意思伝達及び相互理解のため，十分なコミュニケーション力を養う 

この基本教育目標は，学生便覧，学校総覧，学生募集要項，本校ウェブページ等に明示されており，

本目標に向けた教育が実践されている（資料１－１－①－４～６）。そして，基本教育目標に基づい

て養成する技術者像を「多様な価値観と広い視野を持ち，人間性と創造性に富み，基礎工学及び専門

知識・技術を有機的に統合したものづくりやシステムづくりに強い実践的技術者」と定めている（資

料１－１－①－７）。  

本校には，準学士課程として機械工学科，電気電子工学科，制御情報工学科，物質工学科の４つの

学科が，専攻科課程として，機械電気システム工学専攻，物質工学専攻の２つの専攻が置かれている

（資料１－１－①－８～９）。準学士課程の各学科の目的は学則第７条の２に，以下のように定めら

れている（資料１－１－①－10）。 

１）機械工学科  ：産業界のあらゆる分野で活躍できる教養豊かな機械技術者を育成することを 

目的とする 

２）電気電子工学科：産業界で活躍できる創造性豊かな実践的電気電子技術者を育成すること 

を目的とする 

３）制御情報工学科：情報並びに電子・機械制御技術を統合した広い技術分野に携わる実践的 

技術者を育成することを目的とする 

４）物質工学科  ：物質や生物の知識を基礎として，環境問題や新しい科学技術に対応できる技 

術者を育成することを目的とする 

加えて，専攻科課程の目的を学則第 38 条に，『高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な

程度において工学に関する高度な専門知識及び技術を教授研究し，もって広く産業の発展に寄与する

人材を育成すること』と定め（資料１－１－①－11），機械電気システム工学専攻及び物質工学専攻
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に対しても個別に養成する人材像を定めている（資料１－１－①－12）。 

また，準学士課程，及び専攻科課程に対して，具体的な学習・教育目標を掲げており，シラバスに

明示している（資料１－１－①－13～14）。 

 

資料１－１－①－１ 

本校の目的 

鶴岡工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

                         （出典：規程集） 

 

資料１－１－①－２

校訓 

  
（出典：平成 25 年度学生便覧, p.１） 
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資料１－１－①－３  

基本教育目標 

 

（出典：平成25年度学生便覧, p.１） 

 

資料１－１－①－４ 

基本教育目標 

 

                         （出典：平成 25 年度学校総覧, p.２） 

 

資料１－１－①－５ 

基本教育目標 

 
（出典：平成 25 年度学生募集要項 p.13） 
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資料１－１－①－６ 

基本教育目標 

 

（出典：本校ウェブページ） 

 

資料１－１－①－７ 

養成する人材像 

 

                                                      （出典：平成 25 年度学生便覧, p.１） 
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資料１－１－①－８ 

準学士課程入学定員 

鶴岡工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

（出典：規程集） 

 

資料１－１－①－９

専攻科課程入学定員 

鶴岡工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

（出典：規程集） 
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資料１－１－①－10 

準学士課程各学科の目的 

鶴岡工業高等専門学校学則（抜粋） 

 

（出典：規程集） 

 

資料１－１－①－11 

専攻科課程の目的 

鶴岡工業高等専門学校学則（抜粋） 

  

 

 （出典：規程集） 
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資料１－１－①－12 

専攻科課程各専攻の養成する人材像 

 

 

（出典：平成 25 年度学校総覧, p.２） 
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資料１－１－①－13 

準学士課程の具体的な到達目標 

 

（出典：平成 25 年度シラバス, p.１） 
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資料１－１－①－14

専攻科課程の具体的な到達目標  

 

（出典：平成 25 年度シラバス, p.２） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，学校教育法に規定された目的に従って本校の目的，基本教育目標，養成しようとする人

材像を明確に定めている。これに対応した形で準学士課程の各学科，専攻科課程の各専攻の目的，及

び具体的な学習・教育目標を掲げて教育を行っており，高等専門学校一般に求められる目的に適合す

ると共に，学科及び専攻科ごとの目的も明確に定められている。 

 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

本校では，本校の目的，校訓を，学校総覧，学生便覧に明記し，すべての教職員（非常勤講師も含

む）及び学生に配布している。また，本校ウェブページにも掲載している（資料１－２－①－１～２，

資料１－１－①－２参照）。例えば，学生便覧には，まず準学士課程の目的を第３章で明確にした後，

第８章で専攻科課程について説明している。 

基本教育目標は，シラバス，本校ウェブページ，学生募集要項に掲載し，各クラスルームにも掲示

している（資料１－２－①－３～４，資料１－１－①－５参照）。また，校訓は，体育館内にも大き

く掲示して周知を図っている（資料１－２－①－５）。 

以上のように，教職員及び学生には，様々なかたちで目的の周知を図っている。教職員（非常勤講

師も含む）及び学生にアンケートにより確認したところ，約７割の学生，９割以上の教職員が，よく

知っている，あるいはある程度知っているという結果が得られており，周知は図られている。 

今後はさらに周知度が上がるように継続して周知，アンケート活動を行う（資料１－２－①－６）。 
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資料１－２－①―１ 

校訓 

 
（出典：平成 25 年度学校総覧, p.１） 

 

資料１－２－①－２ 

校訓 

 

（出典：本校ウェブページ） 
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資料１－２－①－３ 

基本教育目標の説明 

 

（出典：平成 25 年度シラバス, 見開き頁） 
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資料１－２－①－４ 

基本教育目標 

 

（出典：クラスルーム掲示） 

 

資料 1－２－①－５ 

校訓 

 

（出典：体育館掲示） 
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資料 1－２－①－６ 

校訓，教育目標の周知確認アンケート結果 

学生 

 

 

教職員 

 

（出典：FD 委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の目的，校訓を学生便覧，学校総覧，シラバス等に明記し，教職員（非常勤講師も含む）及び

学生に配布している。また，本校ウェブページ等に明記し，体育館内及びクラスルームにも大きく掲

示して，教職員及び学生に周知を図っており，その周知状況はアンケートによって確認されている。

以上より，本校の目的は学校の構成員（教職員及び学生）に周知されている。 

 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか 

（観点に係る状況）  

 本校の目的は，観点１－２－①で述べたように，学校の構成員だけでなく，将来の学生や保護者及

び本校を卒業・修了した社会人，一般市民へも広く公表している。 

中学生や保護者に対しては，入試説明会（４回），学校説明会（５回），中学校訪問（119校），

中学生一日体験入学（保護者406名，生徒151名）（資料１－２－②－１～４）で説明し，卒業生や一

般市民に対しては学校総覧，本校ウェブページにて公表し，周知を図っている（資料１－１－①－４，

６参照）。 

また，卒業生の就職先となる各企業に対しても，企業向けパンフレットを作成し，本校の目的につ

いて説明している（資料１－２－②－５）。パンフレットは，求人で来校された企業（過去３年間平

均157社），本学の教員が訪問する企業（過去３年間で58社），求人票を送付して頂いた企業（過去

５年間で1400社程度）等へ積極的に配布している。 

以上の活動を通して，学校総覧は毎年500部程度，学生募集要項は毎年700部程度を配布している

（資料１－２－②－６）。  

 

資料１－２－②－１ 

平成２５年度入試説明会一覧（対象：中学校教員） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料１－２－②－２ 

平成２４年度学校説明会一覧（対象：中学生及び保護者） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料１－２－②－３ 

平成２４年度 中学校訪問実施一覧 

 

（出典：学生課資料） 
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資料１－２－②－４ 

中学生一日体験入学での学校の目的，基本教育目標の説明

 
（出典：学生課資料） 
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資料１－２－②－５ 

企業向パンフレット 

 

 

（出典：実践的工業技術者の育成，H25.１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準１ 

 

- 24 - 

資料１－２－②－６ 

各種活動での学校総覧，パンフレット等，配布部数 

対象 活動 配布物 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

中学生，保護者 中学校訪問
学校総覧，カレッジ
プロファイル 126 123 119

企業，卒業生 教員訪問企業
学校総覧，企業向け

パンフレット 63 震災のため中止 59

企業，卒業生 来校企業
学校総覧，企業向け

パンフレット 168 161 153

一般市民 展示会等 学校総覧 鶴岡大産業まつり，酒田産業フェア等展示会：各会１００部以上  

 

各中学校への学校総覧・学生募集要項送付部数一覧 
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資料１－２－②－６続き 

各中学校への学校総覧・学生募集要項送付部数一覧 

 

（出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校は，将来の学生及びその保護者や卒業生（企業含む），一般市民に対して，学校総覧，本校ウ

ェブページ，企業向けパンフレット等で周知しており，本校の目的等は幅広く社会に公表されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

 教育目的を明記した学生便覧，シラバスを教職員及び学生に配布しており，また本校ウェブページ

にも掲載して周知を図っている。また，校外においては，入試説明会，学校説明会，中学校訪問，中

学生一日体験入学，企業訪問等，学校総覧等を配布することによって，また，本校ウェブページによ

っても学校の目的を広く社会に公表している。 

 

（改善を要する点）  

 特になし 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校は創立以来，「自学自習」，「理魂工才」の校訓を掲げ，これに基づいて基本教育目標及び学

習・教育目標を明確に定めている。これに対応した形で準学士課程の各学科，専攻科課程の各専攻の

目的，及び具体的な学習・教育目標を掲げて教育を行っており，高等専門学校一般に求められる目的

に適合すると共に，学科及び専攻科ごとの目的も明確に定められている。 

本校の目的，校訓を学生便覧，学校総覧，シラバス，本校ウェブページ等に明記して周知を図り，

教職員（非常勤講師も含む）及び学生に配布している。また，校訓は体育館内にも大きく掲示して，

教職員及び学生に周知を図っており，その周知状況はアンケートによって確認されている。以上より，

本校の目的は学校の構成員（教職員及び学生）に周知されている。 

 本校は，将来の学生及びその保護者や卒業生（企業含む），一般市民に対して，学校総覧，本校ウ

ェブページ，企業向けパンフレット等で周知しており，本校の目的等は幅広く社会に公表されている。 

 

 


